
氷見版 まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成27～31年度）の骨子（素案）  

基本目標Ⅰ 
(安定した雇用を創出する) 

 
氷見市の特色を活かし、 
時代の流れに対応しながら 
安定的な雇用を増やす 

基本目標Ⅱ 
(新しいひとの流れをつくる) 

 
「定置網のように回遊する人材を
受け止めるまち氷見」を実現する 

基本目標Ⅲ 
(結婚・出産・子育ての希望をかなえる) 
 

氷見での結婚・出産・子育てを 
楽しみ、子どもの笑顔で 
満ちあふれた家庭を増やす 

基本目標Ⅳ 
(時代に合った地域をつくり、安心な 
暮らしを守るとともに、地域と地域を 
連携する) 
 

持続可能なまち機能の開発と、 
限られた地域資源を効果的に 
活用した魅力的なまちづくりを 
実現する 

１．寒ブリに代表される氷見市の海・里・山
の幸の魅力を様々な方法でビジネス化 

２．将来の市場動向を踏まえた都市部や世界
とのビジネス増加 

３．氷見市内の資金循環の維持・加速 

①大規模工場の雇用の維持・増加 
②既存商店・会社の事業承継の工夫 
③コミュニティビジネスの創業 
④市内異業種の連携促進 
⑤地域内消費の増加（地産地消の増加） 

①クラウドソーシングの利用増加 
②IT関連の創業・利用促進 
③グローバル展開の加速 

基本目標 ※現時点案 到達目標 ※現時点案 

①「食文化×女性の感性」による新産業創出 
②氷見産品を加工した製品開発と販売網拡充 
③観光産業・観光周辺産業の従業員数の増加 

達成目標 ※現時点案 

・加工業者やデザイナーと提携し、竹藪（イノシシ等のエサにな
る）等の生活に害を及ぼす可能性がある素材を利用した製品や
食材の作成 
・女性を対象とした創業支援（創業セミナー等） 
・経営者＝雇用を生んでエライという意識の醸成 
・寒ブリ（冬の三か月間だけが素材の場合の対象）が年間を通じ
て食べられる加工 
・氷見の魅力を総合発信できる新会社の創設（氷見全体でブリを
パッケージ化して発信する等） 
・（観光客等がアクセスしやくなるような）交通の便の工夫 
・氷見市の良さ（景観・環境）の活用 
・中小企業が単体ではなく一つのまとまりとして束ねた会社の設
立（受注・情報処理（IT）等） 
・IT等を利用した宿泊施設の組合設立 
・企業誘致（工業用水が不要な業種を誘致する） 
・氷見の資源活用（農業用水を工業用水として活用） 
・集団での事業承継 
・高齢者・障がい者向け産業の創出支援 
・市内のビジネスマッチング 

施策アイデア 
※協議会・分科会の検討、様々なトーク等での発言 

２．「里海ライフ・里山ライフが同時に叶う
まち氷見」への移住・半定住の促進 

３．氷見ならではの魅力・強みを生かした交
流の促進 

１．様々な世代の氷見出身者の還流 
（ふるさと氷見での人材の定着） 

①氷見市の郷土愛育成 
②若い女性のUターン増加 
③定年後のUターン増加 

①日本の魚食文化のリード 
②未来価値を共創できるまちづくり 
③スポーツ・文化等による人口交流増加 

①都心居住者の価値意識変貌と受け皿づくり 
②クリエイティブ人材を呼べる情報発信 
③氷見版CCRCの推進 

２．女性の妊娠・出産に関わる負担の軽減 

３．仕事と家庭の両立をしながら、子育てを
楽しみと感じられる社会の推進 

１．若者が早期に結婚し、子どもを中心とし
て家族が幸せを実感できるライフスタイ
ルの推進 

３．健康寿命の延伸 

２．小規模集落と市街地をつなぐ公共交通の
再編 

１．市街地のコンパクト化と各地域内における 
小規模多機能自治の推進によるサービスレベル
の維持・向上 

４．市外からの多様な知見・資源と連携した
まちづくり 

５．様々な立場の市民たちが絶えず対話を
行っている自治体づくり 

①市の公共施設・空き家の有効活用の推進 
②集落における拠点施設（コミュニティ施設）の整備 
③地域包括ケアシステムの構築 
④地域づくり協議会の各地域への波及 

①若年層における婚姻率の向上 
②未婚率の低減 

①安心して出産できる環境の整備 
②家族が望む出産につながる不妊治療等に対
する経済的・精神的負担の軽減 

①各種検査の充実 
②高齢者層の活動の増加、生きがいの創出 

①NPOバス等による路線バスの確保 
②集落規模に応じた交通手段の開発 

①オープンデータの推進（行政データの公開） 
②他自治体との連携 
③大学等との連携 

①市民参加による対話の増加 
②市民と行政の情報共有機会の増加 
③男女共同参画社会の実現 

①子どもの成長を楽しむ環境の整備 
②子育てや教育に係る経済的・精神的負担の
軽減 

平成27年8月5日時点版 

資 料Ａ 

・幼児期からのふるさと教育・感動体験 
・氷見版acoico（首都圏若者ネットワーク）、世代別おかえり
パーティ、親からのメッセージやＵターン選択に必要な情報配
信（住まい・しごと・生活等） 
・インターンシップ企画の充実 
・Ｕターン者支援・受け皿づくり・マッチング 
・魅力が伝わるライフスタイル情報配信 
・若年層の定住・移住者へのインセンティブ（補助金・助成金）
強化 
・逆単身赴任者（子育て目的等で妻子が氷見へ移住し、夫が東京
へ単身赴任）支援制度創設（新幹線通勤助成等） 
・女性クリエイター居住支援、高速ブロードバンド環境の整備 
・地区コーディネーター配置、住まいやしごと・活動の場等の受
け皿づくり 
・おさかなアカデミー（漁師塾・すし職人塾・料理人塾・魚＆野
菜ソムリエ塾etc）の設立 
・起業支援・グローバル＆プロフェッショナル人材の育成 
・氷見産にこだわったホンモノの学校給食提供 
・外国人観光客（インバウンド）の受け入れ・環境整備 
・企業・大学等との連携による地方創生ラボの設立 
・日本リーグハンドボールチーム創設 
・ハンドボール競技オリンピック事前合宿招致 
・食を含む多彩なアートプロジェクトの展開 

・出会いの場を創出→学年を超えた同窓会の開催 
・おせっかいおじさん・おばさんの活用 
・市役所におせっかい課の設置 
・若者の働く場の創出 
・総合病院における産科の開設 
・不妊治療→精神的なサポート体制の整備 
・妊娠をしやすく→ライフワークバランスの啓蒙 
・学童保育の拡充（スタッフの質の向上） 
・男性の育児休業を取りやすい環境の整備 
・男性（父親）の子育てに対する意識の変革 
・病時・病後時保育の充実 
・高校生までの医療費の無料化 
・保育料等の軽減 
・第三子以降を対象とした助成金の支給 
・学校以外の教育負担金（塾の費用等）の助成 
・返済不要の奨学金 
・子育て中のメンタルのフォロー 
・メディアの力による子育てしやすい社会への啓蒙 青＝第一回分科会、赤＝第二回推進協議会、黒＝その他→ 



 
１．寒ブリに代表される 
氷見市の海・里・山の 
幸の魅力を様々な方法で
ビジネス化 

 
２．将来の市場動向を 
踏まえた都市部や 
世界とのビジネス増加 

 
３．氷見市内の資金循環の
維持・加速 

到達目標 ※現時点案 

①「食文化×女性の感性」によ
る新産業創出 

達成目標 ※現時点案 

・加工業者やデザイナーと提携し、竹藪（イノシシ
等のエサになる）等の生活に害を及ぼす可能性が
ある素材を利用した製品や食材の作成 

施策アイデア 
※協議会・分科会の検討、様々なトーク等での発言 

平成27年8月5日時点版 

資 料Ａ 

②氷見産品を加工した製品開発
と販売網拡充 

③観光産業・観光周辺産業の 
従業員数の増加 

①クラウドソーシング（※１）
の利用増加 

②IT関連の創業・利用促進 

③グローバル展開の加速 

①大規模工場の雇用の維持 
・増加 

②既存商店・会社の事業承継の
工夫 

③コミュニティビジネスの創業 

④市内異業種の連携促進 

・寒ブリ（冬の三か月間だけが素材の場合の対象）
が年間を通じて食べられる加工 

・氷見の魅力を総合発信できる新会社の創設（氷見
全体でブリをパッケージ化して発信する等） 

・世界で戦えるために、中小企業が単体ではなく一
つのまとまりとして束ねた会社の設立（受注・情
報処理（IT）等） 

・IT等を利用した宿泊施設の組合設立 

・市内のビジネスマッチング 

・集団での事業承継 
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・ソーシャルビジネス支援 

⑤地域内消費の増加 
（地産地消の増加） 

・企業誘致（工業用水が不要な業種を誘致する） 
 

・女性を対象とした創業支援（創業セミナー等） 
 
・経営者＝雇用を生んでエライという意識の醸成 

・（観光客等がアクセスしやくなるような） 
交通の便の工夫 

・高齢者・障がい者向け産業の創出支援 

・氷見の資源活用（農業用水を工業用水として活
用） 

 

・氷見市の良さ（景観・環境）の活用 

【基本目標Ｉ】安定した雇用を創出する 

※１ クラウドソーシング＝インターネット等を通じて不特定多数の人に業務を委託するという新しい雇用形態。氷見市在住であってもインターネット経由で東京等の仕事を受託できるようになる 



 
２． 
「里海ライフ・里山ライフ
が同時に叶うまち氷見」
への移住・半定住の促進 

 
３．氷見ならではの魅力・
強みを生かした交流の 
促進 

 
１．様々な世代の 
氷見出身者の還流 
（ふるさと氷見での 
 人材の定着） 

①氷見市の郷土愛育成 

①日本の魚食文化のリード 

①都心居住者の価値意識変貌と
受け皿づくり 

※２ CCRC＝Continuing Care Retirement Communityの略。高齢者が移り住み、健康時から介護・医療が必要となる時期まで継続的なケアや生活支援サービス等を受けながら生涯学習や 
       社会活動等に参加するような共同体 平成27年8月5日時点版 

資 料Ａ 

③スポーツ・文化等による人口
交流増加 

②未来価値を共創できる 
まちづくり 

②クリエイティブ人材を呼べる
情報発信 

③氷見版CCRC（※２）の推進 

②若い女性のUターン増加 

③定年後のUターン増加 

・幼児期からのふるさと教育・感動体験 

・氷見版acoico（首都圏若者ネットワーク）の立ち
上げ 

・世代別おかえりパーティ開催 
 

・インターンシップ企画の充実 
 

・親からのメッセージやＵターン選択に必要な情報
配信（住まい・しごと・生活等） 

・Ｕターン者支援・受け皿づくり・マッチング 

・魅力が伝わるライフスタイル情報配信 

・女性クリエイター居住支援、高速ブロードバンド
環境整備 

・地区コーディネーター配置、住まいやしごと・活
動の場等の受け皿づくり 

・おさかなアカデミー（漁師塾・すし職人塾・料理
人塾・魚＆野菜ソムリエ塾etc）の設立 

・起業支援・グローバル＆プロフェッショナル人材
の育成 

・氷見産にこだわったホンモノの学校給食提供 

・企業・大学等との連携による地方創生ラボ 

・日本リーグハンドボールチーム創設 

・食を含む多彩なアートプロジェクトの展開 

到達目標 ※現時点案 達成目標 ※現時点案 施策アイデア 
※協議会・分科会の検討、様々なトーク等での発言 
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【基本目標Ⅱ】新しいひとの流れをつくる 

・若年層の定住・移住者へのインセンティブ 
（補助金・助成金）強化 

・逆単身赴任者（子育て目的等で妻子が氷見へ移住
し、夫が東京へ単身赴任）支援制度創設（新幹線通
勤助成等） 
 

☆ 

☆ 

・外国人観光客（インバウンド）の受け入れ・環境
整備 

・ハンドボール競技オリンピック事前合宿招致 



 
２．女性の妊娠・出産に 
関わる負担の軽減 

 
３．仕事と家庭の両立を 
しながら、子育てを 
楽しみと感じられる社会
の推進 

 
１．若者が早期に結婚し、
子どもを中心として 
家族が幸せを実感できる
ライフスタイルの推進 

平成27年8月5日時点版 

①若年層における婚姻率の向上 

②未婚率の低減 

①安心して出産できる環境の 
整備 

②家族が望む出産につながる 
不妊治療等に対する経済的・ 
精神的負担の軽減 

①子どもの成長を楽しむ環境の
整備 

②子育てや教育に係る経済的・
精神的負担の軽減 

・出会いの場を創出→学年を超えた同窓会の開催 

・おせっかいおじさん・おばさんの活用 

・市役所におせっかい課の設置 
 
・若者の働く場の創出 

・総合病院における産科の開設 

・不妊治療→精神的なサポート体制の整備 

・妊娠をしやすく→ライフワークバランスの啓蒙 

・学童保育の拡充（スタッフの質の向上） 

・男性の育児休業を取りやすい環境の整備 

・子育て中のメンタルのフォロー 

・メディアの力による子育てしやすい社会への啓蒙 

・男性（父親）の子育てに対する意識の変革 

・病時・病後時保育の充実 

・高校生までの医療費の無料化 

・保育料等の軽減 

・第三子以降を対象とした助成金の支給 

・学校以外の教育負担金（塾の費用等）の助成 

・返済不要の奨学金 
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到達目標 ※現時点案 達成目標 ※現時点案 施策アイデア 
※協議会・分科会の検討、様々なトーク等での発言 

【基本目標Ⅲ】結婚・出産・子育ての希望をかなえる 


